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MEDUSOZOA COLLECTED FROM  











 At least 17 species of Medusozoa were collected from around the Biological 
Institute on Kuroshio by snorkeling (on rocky shore around the institute), plankton net tow (at 
Komame harbor) and beachcombing on October 10 and 11, 2011. They were 10 species of 







近からベニクラゲが報告されているだけであった（Kubota 1992; 久保田 2008）。今回、
黒潮生物研究所付近での短期間の有クラゲ類相の調査の結果、発見できた刺胞動物門に
属するヒドロ虫綱と鉢虫綱に属する種を記録する。今後も同様の研究調査を実施予定な
ので、今回の結果をその 1 として報告する。 
 
材料と方法 
Materials and methods 
 
2011 年 10 月 10 日と 11 日の両日に、黒潮生物研究所前の岩礁（図版 1 A, 青矢印）に
付着する有クラゲ類のポリプを、イラモ 1 種を除き、干潮時にシュノーケリングで見つ
け次第（水深 1 m 以浅）ステンレスナイフで群体の一部を剥ぎ取り採取した（少なくと
も9種発見）。それらを研究所にすぐに持ち帰り、実体顕微鏡でポリプの同定を行なった。 







この他の調査として、2011 年 10 月 11 日午前中に、研究所左手の浜（図版 1 A, 黄矢
印）に打ち上げられた有クラゲ類の採集を行なった（1 種のみ発見）。また同日、古満
目の港内の岸壁の階段に付着していた１個体のムラサキイガイ Mytilus galloprovincialis 
Lamarck を発見し、解剖してカイヤドリヒドラ類の共生状況を検査した（1 種発見）。カ
イヤドリヒドラ類の共生状況を検査は上記とは別に、2011 年 10 月 11 日の午前中にシ














1. ウミサカヅキガヤ科の一種 Campanulariidae sp.  
 分岐しない小さな 2 群体は、どちらも生殖体を形成していなかったので、科までしか
同定できなかった。 
2. エダウミヒドラ属の一種 Eudendrium sp. 
 分岐しない小さな 1 群体は、生殖体を形成していなかったので、属どまりの同定とな
った。 
3. オウギウミヒドラ Solanderia secunda (Inaba) 
高さ 20 cm までの平面的な 4 群体を発見し、1 群体の枝先の一部を採取したが、生殖
体が形成されていた（図版 1 B）。 
4. カイヤドリヒドラクラゲ Eugymnanthea japonica Kubota 
 古満目産の前後軸長 35 mm のムラサキイガイの左右両側の内蔵塊と左側の外套膜に、
多数のポリプ個虫が付着していたが（図版 1 C）、黒潮生物研究所前のカリガネイガイ
からは見つからなかった。ムラサキイガイのどの体部位に見られた個虫も、多数がよく






れなかったが、ロープなどにハネウミヒドラ Pennaria disticha Goldfuss のポリプ群体が
多数みられた。ハネウミヒドラは研究所付近では見つからなかった。 
5. ギンカクラゲ Porpita porpita (Linnaeus) 
 共肉部が形を保たず溶けかかった数個体を磯浜一箇所の漂着物として採取。なお、ク
ラゲと名前がついているが本種の群体はポリプとみなされる。 
6. シロガヤ Aglaophenia whiteleggei Bale 
分岐がない高さ 2 cm 未満に小さな羽根状の群体にコルビュラが形成されていた。 
7. チガイウミスギ Dynamena crisioides Lamouroux 
 分岐する数群体に生殖体は形成されていない。 
8. テングサウミカビ Amphisbetia pacifica Stechow  
 分岐しない１群体を採取したが、生殖体が形成されていた。 
9. ヒゲガヤ Antenella secundaria (Gmelin) 
 分岐しない１群体しか発見されなかったが、生殖体が形成されていた。 
10. ホソガヤ属の一種 Halecium sp. 
 分岐した群体と分岐しないものが採取されたが、どちらにも生殖体は形成されていな
かった。2 種かもしれないが、1 種として取り扱っておく。 
 
ヒドロクラゲ Hydromedusa 
1. カイヤドリヒドラクラゲ Eugymnanthea japonica Kubota 
1 個体のみ成熟クラゲが採取された。 
2. 管クラゲ類 Siphonophora 
3 種？3 個体が採取されたが、そのうちの 1 個体はユードキシッドだった。 
3. カラカサクラゲ Liriope tetraphylla (Chamisso and Eysenhardt) 
2 個体のごく若い未成熟クラゲが採取された。 
4. コツブクラゲ Podocoryne minima (Trinci) 
 クラゲ芽を形成した未成熟クラゲが約 20 個体余り採取され、今回、最も多くの個体
が得られたが、これは無性生殖のためであると推察される。 
5. サルシアウミヒドラ属の 1 種?  ?Sarsia sp. 
8 個体のごく若い未成熟クラゲが採取されたが、ジュズクラゲ属 Dipurena に成長する
かもしれない。2 種以上が混じっている可能性もある。 
6. スズフリクラゲ Zanclea prolifera Uchida and Sugiura 
 数個体の未成熟クラゲが採取され、ほとんどの個体が口柄に多数のクラゲ芽を無性出
芽していた（図版 1 D）。 
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鉢虫綱 Class Scyphozoa 
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図版 1 の説明 
Explanation of plate 1 
 
図 A. 黒潮生物研究所前の調査地点の岩礁（青矢印）と浜（黄色矢印） 
Figure A. Sampling sites of rocky shore (blue arrows) and beach (yellow arrow) around the 
Biological Institute on Kuroshio. 
 
図 B. オウギウミヒドラの生殖体を形成した群体の一部 




Figure C. Polyp zooids with medusa buds of Eugymnanthea japonica Kubota attached to soft 
body parts of Mytilus galloprovincialis. 
 
図 D. 多数のクラゲ芽をつけたスズフリクラゲの未成熟クラゲ 
Figure D. Immature medusa with many medusa buds of Zanclea prolifera Uchida and Sugiura. 
AB C
D
